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玉 湯 町 商 工 会          
     

機関名 玉湯町商工会 

所在地 島根県八束郡玉湯町大字玉造１４１７－４ 

電話番号 ０８５２－６２－１１１６ 

地域概要   (1)管内人口    ６   千人 (2)管内商店街数   １ 商店街

(1)商店街数    １  商店街 (2)会員数数     ２６ 商店事業の対象とな

る商店街の概要 (3)空店舗率    ２３．５ ％ (4)空き店舗      ８   店

商店街の類型 1.超広域型商店街 2.広域型商店街  3.地域型商店街  4.近隣型商店街 

    
【事業名と実施年度】  

 

平成 13 年度 空き店舗対策事業 チャレンジショップ、ギャラリー、イベント等 

総事業費  14,271 千円 

 
【事業実施内容】  

    

１．背景 

玉湯町は古くから温泉の町として栄え、近隣の住民や各地からの観光客が訪れ、最盛期に

は 75 万人を超す入浴客があり、山陰の名湯として玉湯の中心地区は活気に満ちていた。 

玉造り地区は温泉と生活者のための商店と混在した特殊な成り立ちの町として形成されて

来たが、車社会の到来とともに観光宿泊客が増加した時期、各旅館・ホテルとも近代化を図

り大型化されていく。しかし一方、モータリゼーションの進展と松江周辺の商業の発展、付

帯飲食店・土産品コーナーを備えた大規模旅館・ホテルの出現は、玉造り地区の中心地区の

商業の衰退をもたらすこととなった。 

ここ 10 年余りの間に、生活者のための食料品店や本屋、履物店、土産品店、飲食店などが

数多く廃業、移転していった。 

 平成 11・12 年度に「玉湯町観光のあり方に

ついての調査事業」を実施し、観光客のニー

ズや旅行業者の意見を集約し、玉造温泉及び

温泉街の魅力を高めるための方策を探る中で、

観光客の滞留時間の延長策や観光土産品につ

いて提案されたが、一方中心地区の魅力のな

さが地域全体の活気につながらないことも指

摘された。 

 そして、玉造温泉街に観光客、消費者ニー

ズにあった商店やコンビニエンスストアーが

必要であり、集客の核となる施設や事業を展開

させなければならないとの結論に至った。 

 平成 13 年度は中心地区の活性化のための空き店舗対策事業を実施し、町ににぎわいを復活

玉湯町でのチャレンジショップ、ギャラ 
リー、のみの市等、位置図 
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させるため、集客のための特産品ギャラリー等を開設して、地域の伝統的特産品である「め

のう工芸」や「布志名焼き」の PR を行い、地域全体の魅力を高め従来のにぎわいを再生させ

たい。 

２．事業内容：チャレンジショップ事業 
（１）実行委員会、作業委員会の設置・開催 

１）実行委員会 ５回開催 

実行委員会での検討項目 

①本事業経費配分の検討 

②事業スケジュールの検討 

③本事業全体の運営についての検討 

④チャレンジショップの運営についての検討 

⑤チャレンジショップ出店者募集の検討及び出店者の選定 

⑥特産品ギャラリーの全体内容について検討 

⑦特産品ギャラリーの運営について検討 

⑧イベントの企画及び実施についての検討 

⑨イベントの運営についての検討  

⑩誘客広報・宣伝事業の全体内容の検討 

⑪啓発事業についての検討 

⑫本事業の全体調整 

⑬本事業の経費監査 

２）作業委員会 4 回開催 

作業委員会での検討項目 

①各事業のスケジュール及び具体的運営についての検討 

②チャレンジショップ出店者募集の検討及び出店者の選定 

③チャレンジショップ出店者との協議及び調整 

④特産品ギャラリーの具体的内容及び運営について検討 

⑤体験工房の講師との折衝調   

整イベントの企画及び実施 

計画の策定 

⑥ イベントの具体的運営に 

ついての検討 

⑦ のみの市出店者の選定方 

法と募集についての検討 

⑧ のみの市出店者の協議及 

び調整 

⑨ 誘客広報・宣伝事業の具体 

的内容と実施についての検討 

⑩ 啓発事業の具体的内容と 

実施についての検討 

 

チャレンジショップの様子 
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（２）空き店舗対策事業（チャレンジショップ事業） 

１）玉造温泉街の空き店舗を実行委員会で借上げ、チャレンジショップとして運営する。

２）チャレンジショップを２店舗開店するために提案公募型の出店募集を行う。 

３）チャレンジショップ２店舗は下記の場所に設けるものとする。 

    A 店舗 住所 玉湯町玉造 46‐2 面積 約 8.8 坪 

    B 店舗 住所 玉湯町玉造 46‐4 面積 約 7.8 坪 

  ４）本事業の実施期間は、平成 13 年 7 月 1 日から平成 14 年 3 月 31 までとする。 

５）チャレンジショップ出店者の当初の一部店舗改造費と店舗賃貸料及び電気代は、本

事業期間内においてはこれを無料とする。その他、開店後の改造と経費は出店者負担と

する。 

６）チャレンジショップ出店募集を策定する。 

７）チャレンジショップ出店募集期間は、平成 13 年６月中旬から同年 6 月末とし、新

聞チラシ等により広く公募する。 

８）チャレンジショップ出店申込書及び申込者に提出してもらう出店計画書を策定する。 

９）出店申込書者については、6 月末に当商店街等活性化委員会において審査し、出店

者を決定する。 

１０）出店者決定にあたっては、販売品や品揃え及び販売方法に独自性のある出店者を

重視し継続性のある出店者にする。 

１１）決定したチャレンジショップ出店者   

とは速やかに協議し、出店契約書を交わし、 

開店期日を決定する。 

 

（３）特産品ギャラリー事業 

玉造温泉街の空き店舗を実行委員会で借上  

げ、特産品ギャラリーとして運営する。 

１） 特産品ギャラリーでの展示物等は、玉造 

温泉の歴史や伝統をパネル等で展示する。玉

湯町の特産品の布。 

志名焼き及びめのう製品の紹介。 

①玉湯町の弥生時代の玉つくりの資料展   

示。地元玉湯町の愛好家による作品展示・販売 

②特産品ギャラリー事業は、平成 13 年 7 月 20 日から平成 14 年 3 月 31 日とし、毎週

月曜日を休館日とする。 

③特産品ギャラリー事業は、下記の場所に設けるものとする。 

住所 玉湯町玉造 46‐2  面積 約 11.8 坪 

④特産品ギャラリーには、常時 1名のガイド役兼管理者を置くこととする。 

 

 

 

 

チャレンジショップ外観 
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【 効 果 】 

 

（１）人的資源の必要性についての再認識 

実験的事業であったが、これからもやるとなると、準備や受付や開催中のトラブル処理

など現場に携わる人が必要となるので、イベント実行委員会のような仕組みがないと運営

出来ない。 

また、さらに魅力あるものにするためには玉造温泉ならではの付加価値も必要であり、

実施するための費用や、その企画運営も必要となってくる。一年間活性化事業として、い

ろいろなことを実施してきた結論は、やる人がいて、協力する人、参加する人が必要なこ

のような事業はそもそも“やる人”がいるかということが一番大事なことだと感じた。 

人のネットワークの中心になる人とか組織の大切さを痛感した。 

 

（２）商店街の活性化事業を通して、地域の何が変わったか 

活性化事業として、チャレンジショップや特産品ギャラリーのオープン、玉造温泉のみ

の市や体験工房を開催して特に地域が変わったかというと温泉街にいくらか明かりが灯っ

たり、ときどき温泉街の中心でイベントが開催され、町外の方々がお越しになったりとい

うことで、街全体が大きく変化した訳ではない。 

 

  ただ新しい店がオープンして温泉街が少し明るくなっただけで温泉街の雰囲気が活気に

満ちて、宿泊されているお客様もちょっと外に散歩してみたりと、なんとなく雰囲気がよ

くなり、また、のみの市などの昼間のイベントも普段訪れたことのない時間帯のイベント

のため、違ったイメージの玉造温泉を楽しんで頂くことにつながった。 

 

    以上は、玉造温泉から外部への発信、もしくはアプローチである。事業をやる側、町内

の人達へのアプローチまたはメッセージとして、「閉まっていた店が開けば街が明るくな

る」とか、「イベントをすれば人が集まる」など、分っていてもしなかったりできないこ

とを、商工会青年部という若い力でがむしゃらにやることで、色々な組織の人達が街づく

りに前向きに参加してくれればという思いがある。 
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  町には色々な組織や団体があり、イベントをしたり、町をよくするための事業をしたり

たくさんの取り組みがされている。 

  ただ、街づくりという向かう方向は一緒でもやり方が違ったり、予算などの問題であっ

たり、単にそりが合わない程度のことだったりで、一つの大きな力にならないことがある。 

  商工会という、地域の経済団体でまた青年部という肩書きや枠に捕らわれない自分たち

が中心になることで色々な組織や団体がまとまることが重要であり、そのために周囲もそ

の環境作りのための努力を続けていく必要がある。 

   

【 課 題・反省点】 

   

 この事業は商工会青年部を中心に実施体制をつくり、委員も商工会青年部のメンバーが多

く入っている。従って商工会青年部のリーダーシップで事業を行っていくこととなったが「だ

れが」の問題において、今後中心になるべき「だれ」を明確にできなかった。 

 

【 教 訓 】 

 組織で事業を行っていくことになるが、「だれが」を明確にしないと、責任が判らないこと

となり事務局まかせの事業になる。 

 

【 関 連 Ｕ Ｒ Ｌ 】 

玉湯町商工会  http://www.joho-shimane.or.jp/shokokai/tamashou/ 
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    特産品ギャラリー 

 

 

 

 

 

      

                玉造温泉のみの市の紹介 

 


